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11 学費一覧

授業料・入学金の支援の年額

高等教育の修学支援新制度は、一定の要件を満たした学校を対象機関とし、①給付型奨学金の支給及び
②授業料や入学金の免除・減額（授業料等の減免）などの支援を受けることが出来る制度です。

1. 高等教育の修学支援新制度

多子世帯支援とは ?

（１）制度の概要（どんな支援が受けられるか）▶ ①給付型奨学金の支給 + ②授業料等の減免

（２）支援の対象（基準）▶日本学生支援機構給付型奨学金と同様

（３）申込み時期 入学後の春又は秋（申請書類を本校へ提出する）

（2025年 11月現在）

（年額）

★年収目安 ②授業料減免額

私立  専門学校

授業料 入学金

①給付型奨学金
自宅外通学自宅通学

支援区分

約 270万円
約 300万円
約 380万円

約 46万円
約 31万円
約 15万円

約 91万円
約 61万円
約 30万円

（上限）59万円
約 39万円
約 20万円

59万円 16万円

第Ⅰ区分
第Ⅱ区分
第Ⅲ区分

※★上記の年収目安は、両親・本人・中学生の4人家族の場合。基準を満たす世帯年収は家族構成により異なる。
※給付型奨学金と同様、支援区分により減免額が異なる。　　　　　　　　
※「支援区分」は毎年度10月に見直しされるため、「②授業料減免額」は半期ごとに確定する。
※第Ⅳ区分（多子世帯／理工農系）については、本校までお問合せください。

（学力と家計の両方の基準を満たす人）
①【学力】成績基準（評定平均 3.5 以上）を満たす学生または学修意欲がある学生
②【家計】住民税非課税世帯又はそれに準ずる世帯

※給付型奨学金と併せて授業料等減免の申込みをする。
※支援区分は、日本学生支援機構の給付型奨学金の支援区分が適用される。
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扶養する子供の数が3人以上である世帯が対象となります。（住民税上の扶養する子供の数が3
人以上いる間、第1子から支援）
授業料・入学金は所得制限なく右表の金額を上限に支援が受けられ、給付奨学金は得に応じた
支援区分（第1区分~第IV区分）の金額が支給されます。
※多子世帯に該当する場合は、いずれの支援区分に該当しない人（家計基準のうち①収入基準が第IV区
分を超えていた人や、②資産基準が5,000万円以上3億円未満の人）でも、右表の支援を満額で受ける
ことができます(給付奨学金は支給されません）。詳細は、文部科学省のホームページをが確認 ください。

12奨学金等各種支援制度 ※情報は2025年 11月現在のものです。

学費を準備するには、次の方法が考えられます。

貯蓄や学資保険などを利用し
ご家庭にて事前に学費を準備
する。

方法 1

各奨学金の制度を利用する。
（申込者：学生／入学後の受給）

方法 2

各教育ローンを利用する。
（申込者：保護者様／入学前の
融資可）

方法 3

学費の準備方法

各種奨学金

※「奨学金」と「教育ローン」は申込者や支給時期等に違いがあります。
※返還不要の「給付型」・返還必要の「貸与型」があります。奨学金は月々、支給・貸与されます。種類により申込基準や月額が異なります。
※「奨学金がいくら必要か」を考え、奨学金の種類を決定します。

１. 高等教育の修学支援新制度 ２. 日本学生支援機構（国の奨学金）
３. 茨城県奨学資金（茨城県の奨学金） ４. 市町村の奨学金
５. 保育士修学資金貸付制度（こども未来学科のみ対象） ６. 企業奨学金制度（自動車整備工学科のみ対象）
７. その他の奨学金　
　　（1）交通遺児育英会奨学金（公益財団法人交通遺児育英会）（2）あしなが育英会奨学金（3）常磐奨学会奨学金※こども未来学科に含まれている「短大・大学併修費」２年次、３年次　前期 71,000 円、後期 55,000 円となります。

※本校卒業生（見込みの者も含む）が、専攻科へ入学する際は、入学選考料及び入学金を免除します。
　また、学費の納入方法や納入期限については別途案内します。なお、本校以外の卒業生（見込みの者も含む）で本校の各専攻科に入学する際は、
　学費合計に加え別途入学金 100,000 円と出願の際に入学選考料 20,000 円が必要となります。
※上記の金額とは別途費用として、教科書および教材費等の諸費用（下記参照）が必要になります。

630,000

630,000

630,000

630,000

630,000

630,000

630,000

630,000

630,000

630,000

630,000

授業料
（年間）

100,000

100,000
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学科・専攻科 短大・大学併修費

こども未来学科※

医療・ビジネス学科

建築環境学科

自動車整備工学科

IT デジタル学科

児童教育専攻科

診療情報管理専攻科

建築士専攻科

１級整備士専攻科

車体整備士専攻科

SEスペシャリスト専攻科

50,000

150,000

160,000

230,000

160,000

50,000

150,000

160,000

250,000

250,000

160,000

施設設備費
（年額）
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実験実習費
（年額）

146,000

80,000

（前期）

55,000

70,000

（後期）
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580,000

485,000
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前期

420,000
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485,000

後期

（単位：円）
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補足事項
■「こども未来学科」の 1～ 3年次の学費合計には「短大併修費」が含まれています。また、児童教育専攻科の学費合計には「大
学併修費」が含まれています。       

■文部科学省通知（18 文科高第 536 号）に基づき、2027 年 3 月 31 日までに入学辞退の意思表示をした場合は、原則とし
て既に納入している授業料等及び諸費用等の返還に応じることとします。ただし、入学金の返還はいたしません。

■学費の納入方法や納入時期についての相談がある方は、お問い合わせください。 

納入方法
納入方法・時期 2027年8月末まで

●後期分諸費用

指定された
入学手続き期間内

●入学金
●年間学費

●入学金
●前期分学費

●後期分学費
●後期分諸費用

前期・後期払いの場合

一括払いの場合

2027年3月15日（月）まで

●前期分諸費用
※入学手続き期間が3/15 以降の場合
　は、指定された手続き期間内に納入

●前期分諸費用
※入学手続き期間が3/15 以降の場合
　は、指定された手続き期間内に納入

諸費用一覧（１年次）
前期学科・専攻科 後期

110,000円程度150,000円程度こども未来学科

前期学科・専攻科 後期

60,000円程度

80,000円程度

110,000円程度

250,000円程度

220,000円程度

110,000円程度

建築環境学科

自動車整備工学科

IT デジタル学科

※諸費用については、前期・後期の2回に分けての納入となります。
※費用については変動の可能性があります。
※学科・コースにより金額が異なります。

医療・ビジネス学科
▲ 医療 IT・診療情報コース
▲ IT ビジネスコース

140,000円程度

170,000円程度

110,000円程度

90,000円程度


